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と
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ど
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を
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し
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し
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レ
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。
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っ
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ョ
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ト
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あ
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ね
！
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（アメリカ合衆国　
オハイオ州出身）

田村市に来て 5 年目

令和 5年田村市新春交歓会
市の一層の発展を誓って―

　1 月 8 日「令和 5 年田村市新春交歓会」が迎賓館辰巳屋で行
われ、市内の企業や団体など約 120 人が出席しました。初めに、
鹿山笠踊り保存会（常葉町）による演舞が披露され、新春交歓会
に花を添えました。
　市長のあいさつ後、大橋市議会議長などから祝辞をいただきま
した。JA 福島五連の管野会長の発声で乾杯し、出席者はお互い
の親睦を深めながら田村市の一層の発展を誓いました。また、市
産品の紹介として、手打ちそばときわ会がそばを振舞いました。

Challenger

和太鼓日本一
「三冠」達成を目指して――

挑戦者
―第 13 回―

帝京安積高校２年
和太鼓部

　今月号の Challenger は帝京安積高校（以下、帝京安積）で、高校から「和太鼓」
に挑戦し始めた三浦大和さん。帝京安積和太鼓部は、昨年２度の全国優勝を果たし、
新体制となった今年は「三冠」を目指して一から練習に励んでいます。
　個々の技術が必要となるのはもちろんですが、一つの楽曲を完成させるためにチー
ムで納得するまで全身全霊で太鼓に向けてバチを振り、ダイナミックな音を奏でる姿
に観衆は思わず息をのみます。躍進する和太鼓部で、目標達成に向けて挑戦し続ける
三浦さんにお話を伺いました。

「第三回全国七人制和太鼓選手権大会」
　女子の部 優勝、一般の部 6 位

「富士山太鼓まつり第 11 回全国高校生太鼓甲子園」
　最優秀賞

「太鼓祭 in 埼玉 第 16 回東日本・北日本大会」
　一般の部 優勝

「太鼓祭 2022 第 14 回日本一決定戦」
　組太鼓一般の部 審査員特別賞
※ 2000（平成 12）年に創部。これまで全国 3 位が
　最高でしたが、昨年 2 度の全国優勝を果たす。

【2022 年帝京安積高校和太鼓部の成績】
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和太鼓日本一 「三冠」達成を目指して
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